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具体的な実践内容と評価 成 果 及 び 課 題 ・ 方 策 学校関係者評価
本年度の重点目標

実践内容 ４段階評価 成 果 課 題 方 策 評価 意 見

○ 能動的な授業 ・ 日常の学習指導の中で 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 ○ 校内研究において、 ● 授業内容や家庭学習 ※ 今後も教員の授業力 ・ 生徒の評価より先生の

を目指した授業 の能動的で深く思考する 児童生徒の能動的な学 における児童生徒や保 アップを目指して、授 評価が低いのは、指導に

改革の推進と実 学習の実践により、学び ６ 月 3.2 3.0 2.6 3.1 びを目指すと共に、力 護者の評価と職員の評 業研究を推進してい 対する迷いを感じている

践をとおして、 の楽しさに気付かせると ２ 月 3.3 3.2 2.8 3.2 を付ける授業の在り方 価には多少の隔たりが く。 からではないか。それで

主体的に学ぶ姿 共に、学びの主体者にさ 平 均 3.3 3.1 2.7 3.2 について、５本の研究 ある。職員の評価（数 ※ 児童生徒の表現力を も評価が上がってきてい

勢を育成すると せる。 授業を実施するなど、 値）から考えると、現 更に向上させるための るのは、成果が出てきて

共に、積極的に アンケ項目② 自己評価（総合評価）３．２ 研究を進めてきた。 状に満足せず、児童生 スキル学習のレベルア いるということだと思う。

自分の考えや意 「思考・発表・活動の 徒の実態を踏まえたさ ップを図る。 ・ 放課後子ども教室のサ

見を分かりやす ・ 「分かる授業」「力を付 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 時間が確保された授 らなる指導法の工夫・ ※ さらなる学力向上を ポーターをしているが、

く表現できる力 ける授業」を常に追究し、 業」、「分かりやすい授 改善が必要であるよう 目指すには、家庭学習 ひらがな、漢字の書き順

を身に付けさせ 授業力のレベルアップを ６ 月 3.3 3.1 2.5 3.1 業」において、職員の に思われる。 の習慣化、家庭での学 が正しくできていない児

る。 推進する。 ２ 月 3.4 3.3 2.8 3.3 数値が上がっているこ 習に対する協力が不可 童もいる。一人一人にし

アンケ項目④ 平 均 3.4 3.2 2.7 3.2 とからも、職員が意識 欠である。家庭での見 っかりとした力を身に付

して授業改善に取り組 届けを工夫し、学校と けさせて欲しい。

自 自己評価（総合評価）３．２ んでいることがうかが の協力体制づくりを考

ら える。その結果、児童 えていきたい。

学 ・ 各家庭との連携を更に 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 生徒、保護者の数値も

び 深め、家庭学習の習慣化 上がっている。

、 と見届けを徹底する。 ６ 月 3.2 2.9 2.8 3.0
向 アンケ項目⑥ ２ 月 3.4 3.1 2.9 3.2
上 平 均 3.3 3.0 2.9 3.1
心
の 自己評価（総合評価）３．１
あ ４
る ○ 発達段階に応 ・ 職場体験訪問等の体験 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 ○ 昨年度に引き続き、 ● 今回のアンケートで ※ 発達段階に応じた進 ・ キャリア教育に関する

児 じると共に一貫 学習や講師派遣事業等の 地元出身者を中心とし 唯一前回の数値を下回 路指導の必要性を感じ 質問（将来の夢をもって

童 したキャリア教 様々な体験学習を通して、 ６ 月 3.6 2.8 2.7 3.1 た職業講話（エンジン ったのが「将来の夢や る。系統的な進路指導、 いますか）について、児

生 育の推進により 望ましい勤労観や職業観 ２ 月 3.4 3.0 2.7 3.1 上南方）を実施した。 希望を持っているか」 学年の年間計画の見直 童生徒の評価が下がって

徒 将来の夢や希望 を育てる。 平 均 3.5 2.9 2.7 3.1 また、市の「講師派遣 についての児童生徒の しを行っていきたい。 いるのは、職場体験や講

を常にもち、そ アンケ項目⑱ 事業」や「ふるさと教 回答であった。中でも ※ 特に、中学部のプレ 演等を通して、将来目指

の実践に向けて 自己評価（総合評価）３．１ 育推進事業」を通して、 小学部６年(2.6)と中学 段階と位置付ける小学 す職業があこがれから現

挑戦し続ける 地元企業での体験や 部１年(2.9)の数値が特 部５・６年におけるキ 実になってきている表れ

児童生徒を育 将来の夢につながる に低かった。 ャリア教育の充実を更 ではないか。早い段階で

成する。 ・ 各教科をはじめとする 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 講話をしていただいた 将来の夢を抱く講話 に図る。 将来の夢を真剣に考える

全ての教育活動を通して、 ことにより、将来の夢 を聞く中で、明確な進 ことができていると感じ

主体的に進路選択できる ６ 月 3.2 3.2 2.9 3.2 を語れる児童生徒が多 路目標が定まっていな る。

実践的な態度を育てると ２ 月 3.3 3.2 3.1 3.2 くなった。 い現実に不安を抱く結

共に、進路情報の充実に 平 均 3.3 3.2 3.0 3.2 ○ 学校だよりや学級通 果が数字になって表れ

努め、保護者への情報発 信で、キャリア教育に たのではないかと感じ

信や啓発に努める。 自己評価（総合評価）３．２ 力を入れている学校の る。

アンケ項目⑧ 状況を伝えることがで

きた。
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具体的な実践内容と評価 成 果 及 び 課 題 ・ 方 策 学校関係者評価
本年度の重点目標

実践内容 ４段階評価 成 果 課 題 方 策 評価 意 見

○ 基本的な生活 ・ 全教育活動をとおして、 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 ○ 全校集会を利用し、 ● 「元気の良いあいさ ※ 小中一貫校になって ・ 基本的な生活習慣、思

習慣の育成に努 「あいさつ」「時間」「無 小学部低学年でも理解 つ」「時間厳守」「場に はいるが、児童会と生 いやり等については、繰

め、当たり前の 言」「返事」をキーワード ６ 月 3.1 2.9 2.3 2.8 できるよう具体例を示 応じた無言の徹底」「し 徒会の協力体制の構築 り返しの指導が必要では

ことが当たり前 とした集団行動や礼法指 ２ 月 3.1 3.0 2.4 3.0 しながらあいさつの指 っかりした返事」等、 をするため、まず、各 ないかと思う。

にできる児童生 導を徹底する。 平 均 3.1 3.0 2.4 2.9 導を行ったり、集団行 まだまだ現状に満足で 々の規約の見直しを行 ・ 基本的生活習慣は、家

徒を育成する。 アンケ項目⑨⑩ 動についての説諭等を きるまでには至ってい う。特に、生徒会規約 庭における生活習慣によ

自己評価（総合評価）２．９ 行ったりした。「いつ ない。職員の指導によ については、生徒会執 って創られると思う。家

でも、どこでも、誰に る変容だけではなく、 行部に原案づくりをさ 庭と学校との連携で、子

でも」あいさつができ 児童会、生徒会を中心 せ、生徒総会にかけて、 どもたちを守り育てて欲

るようになってきた。 に自ら進んで変わろう 生徒達の手で改正を行 しい。

・ 生徒会（児童会）活動 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 ○ 保護者、職員の数値 とする取組が期待され わせ、自治的能力・資 ・以前からこの地区の子ど

の自主的、自治的運営の が上がっているが、朝 る。 質の向上を図る。「言 もたちは、あいさつがと

礼 伸長に努める。 ６ 月 3.4 3.1 3.0 3.3 のあいさつ運動やゴミ われて行う」から、「自 ても良いと思う。いつで

儀 アンケ項目⑭ ２ 月 3.4 3.3 3.5 3.4 の回収の委員会活動、 ら気付いて行える」態 も、どこでも子どもたち

正 平 均 3.4 3.2 3.3 3.3 また各委員会だよりの 度の育成に重点を入れ からあいさつしてくれて

し 発行等、児童生徒の動 ていく。 すがすがしい。このまま

く 自己評価（総合評価）３．３ きが見える児童会生徒 続けて欲しい。

、 会活動ができてきたこ

思 とが評価されたのでは

い ないか。

や ４
り ○ 道徳の時間を ・ 道徳の時間の指導の充 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 ○ 定期的に行う「生徒 ● 全体または個別の指 ※ 道徳教育や人権教育

の 中心とした道徳 実を図るとともに、全教 指導推進委員会」や「い 導により、大きなトラ を充実させるため、今

あ 教育の充実を図 育活動をとおして、人間 ６ 月 3.2 3.1 2.8 3.2 じめアンケート」等を ブルはなかった。しか 年度内にカリキュラム

る り、思いやりの 尊重の教育を推進すると ２ 月 3.3 3.2 3.1 3.3 通して、児童生徒の悩 し、まだ相手に対する マネジメントの手法に

児 心や感謝の心を 共に、自己理解を深め、 平 均 3.3 3.2 3.0 3.2 みに対する早期発見・ 礼をわきまえず、思い 基づき、年間指導計画

童 もった礼儀正し 自尊感情を育てる。 早期解決に努めた。 やりに欠ける言動が見 の練り直しと、それに

生 い児童生徒を育 アンケ項目⑮ 自己評価（総合評価）３．２ 特に、人権に関する られることがある。 基づく確実な授業実践

徒 成する。 事案については、即時 を推進できるようにす

・ 人権教育の意図的・計 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 対応を心掛け、報告・ る。

画的な実施に努め、差別 連絡・相談をしっかり ※ 今年度、週１回の「生

しない、差別させない、 ６ 月 3.2 3.0 3.3 3.1 と行い、きめ細かな指 徒指導推進委員会」、

差別を許さないという態 ２ 月 3.3 3.3 3.4 3.3 導に努めた。 月１回の「いじめ・不

度の育成に努める。 平 均 3.3 3.2 3.4 3.2 登校対策委員会」及び

アンケ項目⑬ 「特別支援教育推進委

自己評価（総合評価）３．２ 員会」が定着し、充実

してきた。今後は、更

に客観的事案と記録に

基づく、先回りの指導

・支援に力を入れ、様

々な問題の未然防止に

努めていきたい。
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具体的な実践内容と評価 成 果 及 び 課 題 ・ 方 策 学校関係者評価
本年度の重点目標

実践内容 ４段階評価 成 果 課 題 方 策 評価 意 見

○ 体育、保健体 ・ 規則正しい生活をする 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 ○ ３点固定（起床時刻、● 基本的生活習慣の定 ※ 生活習慣の乱れてい ・ ３点固定、体力の向上

育の授業や全教 ための「３点固定」の考 勉強開始時刻、就寝時 着が不十分な児童生徒 る児童生徒は、まず朝 は、保護者との連携が必

育活動を通した え方を発達段階に応じて ６ 月 2.9 2.6 2.4 2.7 刻）については、機会 が若干見られる。全職 の余裕をもった登校か 要である。評価が上がっ

食育指導等での 指導、推進し、給食指導 ２ 月 2.9 2.8 2.7 2.9 あるごとに啓発した。 員で、機会あるごとに らできていない。全児 てきているのは、学校で

取組により、健 や食育に係る指導を通し 平 均 2.9 2.7 2.6 2.8 その結果、児童生徒が 「３点固定」の継続し 童生徒が余裕を持って の取組が浸透してきてい

康な体づくりと て、食への関心や実践力 ３点固定を意識して取 た指導を根気強く行っ 始業を迎えることがで るからではないか。

共に体力、運動 を身に付けさせる。 自己評価（総合評価）２．８ り組むようになった。 ていく必要性を感じ きるよう、教務学習部 ・ 「竹馬大会」・「スキー

能力向上への意 アンケ項目⑰ それを評価した保護者 る。 を中心に「家庭学習 教室」・「なかよし学校＝

欲を高める。 職員の数値が上がって ・生活等調査」を行う むかばき登山）」につい

・ 体育、保健体育の授業 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 いる。 など、家庭との協力を ては、体力向上につなが

を中心に、地域との連携 また、「お弁当の日」 図りながら指導してい る伝統的な行事である。

による活動や、昼休みの ６ 月 3.3 3.1 3.2 3.2 の設定や「食に関する きたい。 準備は大変だが、保護者

心 運動推奨及び部活動等と ２ 月 3.4 3.2 3.2 3.3 出前授業」を行い、食 や地域との連携を図った

身 も連携して、体力や運動 平 均 3.4 3.2 3.2 3.3 生活の大切さについて この取組を継続して欲し

と 能力の向上を図る。 も指導することができ い。

も アンケ項目⑳ 自己評価（総合評価）３．３ た。

に ○ 小学部の竹馬大会、

健 長縄大会、ランランタ

康 イムの設定や中学部の

で 体力向上週間の体育館

、 開放など、楽しみなが

た ら体力向上につながっ

く ていく活動を行った。

ま ３
し ○ 自分や地域へ ・ ボランティア活動や地 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 ○ 青少協や各地区との ● 「自分の住む地域に ※ 総合的な学習の時間

い の自信と誇りを 域への貢献活動等、児童 連携を図った校区内の 何らかの貢献（役に立 の本校ならではの探求

児 もたせ、将来、 生徒が主体的に取り組む ６ 月 2.9 2.4 2.7 2.7 清掃活動（橋の日ボラ つこと）をしたいと考 活動をしっかりと確立

童 地域や社会に貢 教育活動の推進を通して、 ２ 月 3.0 2.7 2.7 2.8 ンティア）、地域ふれ えているか」の回答は、 させ、ふるさと教育の

生 献しようとする 社会や地域に貢献しよう 平 均 3.0 2.6 2.7 2.8 あい活動（清掃、レク 児童生徒、保護者、教 充実・深化を図る。

徒 気概をもった児 とする態度を育てる。 リエーション）等、学 師ともに低い数値であ ※ 総合的な学習の時間

童生徒を育成す アンケ項目⑲ 自己評価（総合評価）２．８ 校を拠点とした教育コ る。上南方地区の良さ や学校行事、青少協と

る。 ミュニティづくりを推 ・すばらしさを学校か の連携を通して、地域

・ 校外での危険箇所の確 対 象 児童生徒 保護者 職 員 平 均 進することができた。 ら発信していくことが と触れ合う活動を今後

認や危機回避等について ○ 児童生徒と一緒に行 求められているのでは も更に充実させ、特に、

発達段階に応じた指導を ６ 月 2.9 3.0 2.7 2.9 う定期的な安全点検や ないかと思う。 学校教育と社会教育が

行い、危機管理能力を養 ２ 月 3.0 3.1 3.1 3.0 各種避難訓練（予告無 共催する、児童生徒全

う。 平 均 3.0 3.1 2.9 3.0 しのシェイクアウト訓 員が参加する活動を更

アンケ項目⑯ 練を含む）を行い、危 に充実させる。諸活動

自己評価（総合評価）３．０ 機管理意識の向上に努 を通して、郷土愛をも

めることができた。 つ児童生徒を育ててい

きたい。


